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　去る３月２３日（金）、当所３階ホー
ルにおいて平成２９年度臨時議員総会が
開催され、⑴平成３０年度事業計画（案）、
⑵平成３０年度一般会計および８特別会
計の収支予算（案）、⑶小千谷商工会議
所定款第３９条第１項但書による常議員
会へ委任する（案）承認について、それ
ぞれ審議されいずれも原案どおり可決承
認されました。
　また、報告事項として⑴平成２９年度
予算補正について、⑵新規加入会員につ
いて、⑶会員増強運動の結果について、
⑷２号議員の解任および選任について、
⑸１号議員の選挙について、⑹労働保険
事務組合小千谷商工会議所事務委託料の
改定について、⑺伴走型経営発達支援計画事業評価委員会報告について、⑻小規模事業者支援パッケージ事業・
広域型販路開拓環境整備事業について、それぞれ説明を行いました。
　なお、このたび新たに選任された２号議員は堀沢政浩氏（堀儀）で、任期は平成３０年４月１日～３１年１０
月３１日です。
（平成３０年度の運営方針・事業計画・収支予算の概要は２～３ページに掲載）

　３月２３日（金）、当所３階ホールにおいて小
千谷市主催の小千谷経済懇談会が開催されました。
　大塚市長より平成３０年度の市の予算ならびに
主要事業についてご説明いただいた後、当所８部
会の部会長と小千谷鉄工電子協同組合の山口副理
事長が、各業界の現状と今後の見通しを発表しま
した。

平成29年度臨時議員総会を開催

　会員の皆様方のお取引先やお知り合いで、当所の会員でない
事業所がございましたらぜひご紹介ください。

小千谷商工会議所　☎８１－１３００
新規会員募集中‼

平成29年度小千谷経済懇談会

おぢや

会議所だより 〈発行所〉小千谷商工会議所

TEL（81）1300　 FAX（83）3632
URL http://www.ojiyacci.org
E-mail mail@ojiyacci.org

小千谷市本町２－１－５
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平成30年度 運営方針・事業計画
運 営 方 針

１ 商工会議所定款第1条にある「商工業の総合的な改善発達を図
る」ことを目標達成の第1として下記の課題を重点に事業推進
に取り組んで参ります。

　 ⑴小千谷市及び関連団体等との情報交換・意見交換などを活
発にする

　　 ①市の ｢総合計画等」との整合性を考慮して事業を推進する
　　 ②各産業の現状と将来への課題に対応した施策を探る
　　 ③産業経済の活性化に向けての意見を市に提案する

　 ⑵地場企業の労働生産性の向上(売上増加やコスト削減等)への
支援事業を実施する

　　 ①ITの導入や生産性向上設備への投資などを促進する

　 ⑶人手不足対策を推進し企業の活性化をサポートする
　　 ①労働生産性の向上により労働条件や賃金の改善を図る
　　 ②市外や海外からの労働者の受入体制を整備する

　 ⑷地域資源を最大限活用して地場経済の活性化を図る
　　 ①市内外における情報交換を盛り上げ、当市の自然・伝統・

産業等を掘り起しかつ磨き上げる

　 ⑸事業承継を支援して、地場企業の「事業の継続」を図る為
の仕組み作りを担う

　　 ①事業承継を「早目に」かつ「計画的に」行えるようにサポー
トする

２ 従来の事業等を広く見直し、効果が高くかつ効率的な事業を
推進します。

　 ⑴「効果」の程度、「効率性」「コスト」をチェックする

　 ⑵モニタリング担当部署を設置して、事業の有効性や効率性
を検討する

３ 事務運営体制の充実と強化を図ります。

　 ⑴ビジョンの明確化と稟議制を基本とした組織作りを行う

　 ⑵「明瞭性」「概観性」の視点でより分かり易い決算情報を提
供する

　 ⑶財政基盤の改善強化を図る

　 ⑷一般会員への情報発信を行う
　　 ①一般会員が参加し易い講演会や座談会などを企画する
　　 ②役に立つ情報誌としての「会議所だより」を作り提供する

４ 役員・議員・職員一丸となって、地域経済の課題解決に向け
事業に取り組んでまいりますので、さらなるご理解とご協力
をお願い申し上げます。

主な事業の項目
１．商工業振興に関する事業
　①おぢやまちゼミ事業の実施/商店街・地域

商工業支援事業
　②小千谷うまいもの祭の開催
　③農商工連携の推進と地域産品の創出支援

（おぢや食おこし隊事業）
　④おぢや観光プロジェクト事業
　⑤ＩＴ利活用促進支援事業
２．小規模事業者支援に関する事業
　①経営改善普及事業
　②伴走型小規模事業者支援推進事業
　③消費税軽減税率対応、消費税転嫁窓口相談

の実施
３．労働、教育、福祉に関する事業
　①簿記・珠算並びにネット検定「PC・簿記

初級・原価計算初級」の実施
　②新入社員セミナー、従業員研修の実施
４．会員サービス事業
　①会員大会・経済講演会の開催
　②情報発信事業
　③各種調査/景気、雇用、経営動向、賃金実

態調査等と経営支援策の普及 ・ PR事業
　④共済制度の加入・促進
　⑤永年勤続従業員表彰の実施/記念品の贈呈
　⑥就職者激励会の実施
　⑦賀詞交歓会の開催
　⑧会員ゴルフ大会の開催/25周年記念大会
５．組織運営
　①正副会頭会議、常議員会、議員総会、部会

活動の推進
　②商工会議所青年部・女性会活動の推進
　③委員会活動の推進
　④職員の資質向上・OJTの実施/職場内の業

務改善
６．関係機関との連携事業
　①行政と民間が連携する小千谷市の成長戦略

会議の実施
　②市議会・民生産業委員会との懇談会
　③小千谷観光協会との連携/おぢやまつり・

おぢや風船一揆
　④小千谷地域情報番組「FM新潟小千谷サテ

ライト」放送推進協議会の推進
　⑤小千谷縮　東京オリンピック・パラリン

ピック戦略会議への参画
　⑥受託団体との懇談会の実施

会 頭　小宮山　佳　秀

商工業の改善発達を推進する
　　　　サポート体制の充実を図る
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　去る３月１６日（金）、小千谷商工会議所・おぢや
観光プロジェクト（小見山紘喜会長）では、当市が
戊辰戦争から１５０年を迎えたことから、小千谷談
判に縁のある居食亭 東忠に於いて「あの時歴史は動
いた おぢやヒストリア対談」を開催したところ５０
名の方から参加いただきました。
　当プロジェクト副会長の高野千佳子コーディネー
タにより、船岡慈眼寺ご住職と山本小千谷市立図書
館長による ‶何故小千谷を舞台に小千谷談判が行わ
れたのか” など「小千谷の何故」をひもとく小千谷
ふしぎ発見を語っていただきました。
　また、当日は偶然にも岩村精一郎氏の出身地であ
る高知県宿毛（すくも）市の矢木歴史館長がご出席
され岩村氏の人物像なども披露いただきました。

戊辰戦争から150年
おぢやヒストリア対談開催

戊辰戦争から150年
おぢやヒストリア対談開催

　小売商業部会（大川明部会長）は、３月２７日（火）
に「クレーム客をファンに変える！クレーム応対強
化セミナー」を開催しました。講師には、ＮＴＴソル
コ＆北海道テレマート株式会社 新潟オフィスの川崎 
博子氏をお招きしました。
　本セミナーでは、クレーム応対に必要なプロセス
と応対スキルについて解説いただいたあと、お客さ
んから実際にクレームの電話がかかってきた場面を
想定して参加者同士がロールプレイングを行い、グ
ループごとに発表しました。
　参加者からは「事例を交えた具体的な説明でわか
りやすかった。」「クレームについて深く考えるきっ
かけとなった。」「100 のお詫びより１の共感。今後
の業務に活かしたい。」といった声が寄せられました。

小売商業部会
クレーム応対強化セミナーを開催

収 入 構 成 比 率 支 出 構 成 比 率 会計別予算額の構成比率

職員退職
給与積立
金 2.4%

福利厚生費
6.1％

会館会計
7.8％

法定台帳会計
1.5%

労働保険会計 3.3% 特退金会計 2.4%

給与費
39.8％

相談所会計
38.4％

雑収入
1.3%

予備費 0.3%繰出金 4.3%繰入金等 7.3% 特定商工業者
負担金
0.7%

会館使用料（貸室）3.8%

会費収入
16.5％ 事業費

27.3％ 一般会計
31.9％

県・市補助金等
34.3%

事業収入・手数料
    19.4％

管理費
（事務費・会議費）
19.7%

共済事業会計
14.8%

共済取扱手数料
16.6%

平成30年度 収 支 予 算
⃝一般会計・６特別会計

会計別予算 単位（千円）

一 般 会 計 31.9% 38,750
相 談 所 会 計 38.4% 46,700
会 館 会 計 7.8% 9,500
共済事業会計 14.8% 18,000
法定台帳会計 1.5% 1,800
労働保険会計 3.3% 4,000
特 退 金 会 計 2.4% 2,900

合　　計 100% 121,650

支 出 の 部 単位（千円）

事 業 費 27.3% 33,250
給 与 費 39.8% 48,470
福 利 厚 生 費 6.1% 7,440
管理費（事務費・会議費） 19.7% 24,000
職員退職給与積立金 2.4% 2,880
繰 出 金 4.3% 5,210
予 備 費 0.3% 400

合　　計 100% 121,650

収 入 の 部 単位（千円）

会 費 収 入 16.5% 20,090
特定商工業者負担金 0.7% 900
事業収入・手数料 19.4% 23,660
共済取扱手数料 16.6% 20,200
会館使用料（貸室） 3.8% 4,620
県・市補助金等 34.3% 41,680
雑 収 入 1.3% 1,600
繰 入 金 等 7.3% 8,900

合　　計 100% 121,650 ⃝２積立会計　財政調整積立金会計 85,270千円　職員退職給与積立金会計 11,350千円
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１月〜３月期

会 員 景 況 調 査 結 果
♢ 調  査  対  象

♢ 調査対象期間
♢ 回  収  状  況

小千谷商工会議所の会員企業の中から、卸売業・小売業・製造業・建設業・サービス業を
対象に実施した。
平成30年１月～３月期の実績及び平成30年４月～６月期の見通しについて調査した。
137企業中、132企業より回答を得た。（回答率96.4％）

売上高の動向（前年同期比）

経常利益の見通し（前年同期比） 資金繰り見通し（前年同期比）

　今期の売上高の動向は、全業種を平均した前年同
期比で「増加」の企業割合は25.8％、「不変」の企
業割合は34.0％、「減少」の企業割合は40.2％と
なった。
　全業種平均ＤＩ値は▲14.4％となり、前回調査
に比べてマイナス幅は6.2Ｐ縮小した。卸売業、建
設業はＤＩ値がマイナスからプラスへ転じ、サービ
ス業はマイナス幅が縮小した。製造業は5期連続し
てＤＩ値がプラスとなった。小売業は前回調査に引
き続きマイナスとなった。

　建設業を除く4業種では今期状況と比較してＤＩ値
のマイナス幅が若干縮小される見通し。ただ小売業
は「好転」の回答割合が0％となり、他の業種も「不
変」の回答割合が高いため、本質的な改善の期待が
薄い。

　卸売業を除く4業種でＤＩ値がマイナスとなっ
た。小売業は「好転」の回答割合が0％で、ＤＩ値
▲48.6％となり､ 1番の悪化傾向となった｡ 唯一､ 卸
売業でＤＩ値がプラスとなったものの「不変」の回答
割合が高いため、どちらに転じるか予測が出来ない。



0 20 40 60 80 100

卸 売 業

小 売 業

製 造 業

建 設 業

サービス業

合　  計

6.3

6.5

7.1

5.3

10.0

87.4

83.8 16.2

6.3

9.7

20.0

83.8

14.3

13.681.1

78.6

70.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

増 加　　　不 変　　　減 少

0 20 40 60 80 100

卸 売 業

小 売 業

製 造 業

建 設 業

サービス業

合　  計

19.4

7.1

8.3

18.8 62.4

45.9 54.1

18.8

16.164.5

28.6

30.0

31.859.9

64.3

70.0

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

好 転　　　不 変　　　悪 化《来期見通し》

おぢや
会議所だより 5

メール配信サービスはじめます！
小千谷商工会議所　会員限定

　小千谷商工会議所では、会員の皆様に最新の情報（補助金、セ
ミナー等）をいち早くお届けするためメール配信サービスを開始いた
します。※配信開始日は未定
　メールの配信には、送付先メールアドレスの登録が必要となります
ので、今月号に折込みの「メール配信サービス 登録申込書」にご記
入のうえＦＡＸで返信いただくか、小千谷商工会議所ホームページの
「メール配信登録・解除」よりお申込みください。

小千谷商工会議所　会員限定

業況の見通し（前年同期比） 従業員の変動（前年同期比）

業 種 別 概 況

　小売業のＤＩ値は▲54.1％で今期状況と同様に1
番の悪化傾向となる見通し。「好転」の回答割合も
サービス業とともに0％となり、厳しい状況が続く。
建設業はＤＩ値がマイナスへ転じ、製造業はプラス
幅が縮小する見通し。

　全業種平均ＤＩ値は▲8.3％となり、前回調査の
0値からマイナスになった。卸売業を除く4業種で
はＤＩ値がマイナスとなり、小売業では「増加」の
回答割合が0％となった。卸売業は前回調査に引き
続きＤＩ値が0値となった。

業 種 業 種 概 況

卸 売 業
　一部商品の値上げをしたことで売上額が増加したとの声。今期は大雪のため、商品流通や経費
面でかなりの影響があったとの声。卸売業界の業務の効率化を図り、合理化を進めたいとの声が
寄せられている。

小 売 業
　今期の豪雪により、売上額が顕著に減少した。特に飲食店へ出掛ける人が少なかったとの声。
大雪で野菜等の高騰により、消費者が食費以外のものを買い控えたとの声。客足が大型店へ流れ
て、先行きが悪くなるため、経営方針を転換していきたいとの声が寄せられている。

製 造 業
　鉄工関連の製造業では昨年から受注が良好。一方で、急激に受注が増加したため、生産が追い
付かない状況との声。人手不足により生産が出来ないため、受注を断って生産を調整していると
の声。大雪が続き、加工食品の仕入コストが増加して、収益減になったとの声が寄せられている。

建 設 業
　低金利と消費税増税前の影響で若年世帯を中心に新築・増改築相談件数が増加しているとの声。
一時的な豪雪により仕事量が多かったが、シーズントータルで一定していたかは疑問との声。市
のリフォーム補助金を来年度も継続してほしいとの声。人手不足で工事受注の調整をしていると
の声が寄せられている。

サービス業 　今期の冬は降雪が早く、寒波も続いたため、車の販売状況はあまり良くないとの声。事故修理
の車が前年より倍以上あり、修理案件の方で忙しいとの声が寄せられている。

　ＤＩ値は、売上・採算・業況などの各項目についての判断を表す。ゼロを基準として、プラスの値で景気の
上向き傾向の回答割合が多いことを示し、マイナス値で景気の下向き傾向の回答割合が多いことを示す。従っ
て、売上高などの実数値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味する。
　　　ＤＩ値＝（増加・好転などの回答割合）−（減少・悪化などの回答割合）

DI値（景況判断指数）について

◆日　時　６月9日(土) 午前７時７分スタート
◆会　場　小千谷カントリークラブ
◆表彰式　サンプラザ　午後６時～
◆定　員　160名
詳細・お申込みは５月号の折込チラシをご覧ください。

第25回記念  会員ゴルフ大会
開催のご案内
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「
迷
走
を
続
け
る
ト
ラ
ン
プ
政
権
」

株
式
会
社
大
和
総
研

常
務
取
締
役 

調
査
本
部
副
本
部
長

チ
ー
フ
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

熊
谷
　
亮
丸

　
『
そ
し
て
誰
も
い
な
く
な
っ
た
（
Ａ
ｎ
ｄ 

Ｔ
ｈ

ｅ
ｎ 

Ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ 

Ｗ
ｅ
ｒ
ｅ 

Ｎ
ｏ
ｎ
ｅ
）』、
１

９
３
９
年
に
刊
行
さ
れ
た
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ

の
長
編
推
理
小
説
の
タ
イ
ト
ル
を
想
起
さ
せ
る
よ

う
な
事
態
が
、
世
界
中
を
震
撼
（
し
ん
か
ん
）
さ

せ
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
３
月
13
日
、
米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
は
突
然
、
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン
国
務
長
官
を
解
任

す
る
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
発
表
し
た
。さ
ら
に
、ゴ
ー

ル
ド
ス
タ
イ
ン
国
務
次
官
も
、「
テ
ィ
ラ
ー
ソ
ン

国
務
長
官
は
解
任
理
由
を
知
ら
な
い
」
と
の
記
者

会
見
を
行
っ
た
後
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
解
任
さ

れ
た
。
フ
リ
ン
大
統
領
補
佐
官
、
コ
ミ
ー
Ｆ
Ｂ
Ｉ

長
官
、
ス
パ
イ
サ
ー
報
道
官
、
プ
リ
ー
バ
ス
大
統

領
首
席
補
佐
官
、
バ
ノ
ン
首
席
戦
略
官
、
プ
ラ
イ

ス
厚
生
長
官
、
コ
ー
ン
国
家
経
済
会
議
委
員
長

･･････

ト
ラ
ン
プ
政
権
発
足
以
降
、
数
多
く
の
幹

部
が
政
権
か
ら
去
っ
て
い
っ
た
。

　

昨
年
ま
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
市
場
は
、
以

下
の
四
つ
の
理
由
か
ら
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
対
し

て
総
じ
て
好
意
的
な
評
価
を
下
し
て
き
た
。

　

第
一
に
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
は
、
少
な
く
と

も
短
期
的
に
は
、
減
税
や
イ
ン
フ
ラ
投
資
と
い
っ

た
大
胆
な
景
気
刺
激
策
に
よ
っ
て
、
米
国
経
済
が

好
転
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
。

　

第
二
に
、
米
国
企
業
が
海
外
に
た
め
込
ん
だ
利

益
を
、
税
制
優
遇
措
置
を
通
じ
て
米
国
内
に
還
流

さ
せ
る
こ
と
で
、
ド
ル
高
・
株
高
が
進
行
し
て
経

済
が
活
性
化
す
る
と
の
見
方
が
あ
っ
た
。
同
様
の

政
策
が
採
用
さ
れ
た
２
０
０
５
年
当
時
、
米
国
で

は
「
本
国
投
資
法
」
の
制
定
を
受
け
て
、
３
０
０

０
億
ド
ル
（
約
33
兆
円
）
程
度
の
資
金
が
還
流
し

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　

第
三
に
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
、
金
融
面
で
の

規
制
緩
和
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
好
感
す
る
向
き
も

多
か
っ
た
。

　

第
四
に
、
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
緩
や
か
な
利
上
げ
を
行
う

こ
と
で
日
米
金
利
差
が
拡
大
し
、
ド
ル
高
や
、
そ

れ
を
受
け
た
日
本
株
の
上
昇
な
ど
が
進
行
す
る
と

の
観
測
が
根
強
か
っ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融

市
場
は
、
以
下
の
四
つ
の
理
由
か
ら
、
ト
ラ
ン
プ

政
権
に
対
し
て
慎
重
な
見
方
を
強
め
る
と
み
ら

れ
る
。

　

第
一
に
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
下
で
は
、
財
政
赤
字

と
経
常
赤
字
と
い
う
「
双
子
の
赤
字
」
が
拡
大

す
る
。

　

歴
史
的
に
み
る
と
、
米
国
で
は
、
共
和
党
政
権

下
で
財
政
赤
字
が
急
拡
大
し
て
き
た
経
緯
が
あ

る
。
通
常
、
共
和
党
は
「
小
さ
な
政
府
」、
民
主

党
は
「
大
き
な
政
府
」
を
志
向
し
て
い
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
非
常
に
皮
肉
な
こ
と
に
、

現
実
に
は
、共
和
党
政
権
下
で
は
減
税
に
よ
る「
大

盤
振
る
舞
い
」
が
行
わ
れ
る
結
果
、
最
終
的
に
財

政
赤
字
が
急
激
に
拡
大
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で

あ
る
。

　

今
後
、
双
子
の
赤
字
が
深
刻
化
す
れ
ば
、
米
国

で
は
「
ト
リ
プ
ル
安
」
な
ど
と
い
わ
れ
る
、「
債

券
安
（
長
期
金
利
上
昇
）・
株
安
・
ド
ル
安
」
が

進
行
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
よ
う
。

　

第
二
に
、
双
子
の
赤
字
の
拡
大
を
受
け
て
、
ト

ラ
ン
プ
政
権
が
「
ド
ル
安
カ
ー
ド
」
を
切
る
可
能

性
が
生
じ
て
い
る
。
輸
出
主
導
型
の
経
済
構
造
を

有
す
る
わ
が
国
に
と
っ
て
、
円
高
は
景
気
に
甚
大

な
悪
影
響
を
与
え
る
。
大
和
総
研
の
マ
ク
ロ
経
済

モ
デ
ル
を
用
い
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
10

円
の
円
高
・
ド
ル
安
は
、
わ
が
国
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）
を
０
・５
％
程
度
押
し
下
げ
る
。

　

第
三
に
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
外
交
政
策
の
迷
走

を
受
け
て
、
世
界
的
に
地
政
学
的
な
リ
ス
ク
が
高

ま
っ
て
い
る
。

　

第
四
に
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
「
自
由
貿
易
」

に
反
対
す
る
姿
勢
を
継
続
し
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
国
際
貿
易
に
関
す
る
標
準
的
な
理
論

に
よ
れ
ば
、
貿
易
は
輸
出
国
、
輸
入
国
の
双
方
に

メ
リ
ッ
ト
を
も
た
ら
す
。お
互
い
が
得
意
な
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
交
換
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
両
国
の

経
済
状
態
が
好
転
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た

考
え
方
に
照
ら
せ
ば
、
も
し
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が

自
由
貿
易
に
反
対
す
る
姿
勢
を
続
け
る
の
で
あ
れ

ば
、
自
分
た
ち
の
首
を
絞
め
る
こ
と
に
な
り
か
ね

な
い
。

　

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
結
論
と
し
て
、

今
後
も
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
動
向
か
ら
目
が
離
せ
な

い
状
況
が
続
き
そ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
月
20
日
執
筆
）

　去る３月８日(木)、小千谷商工会議所女性会(高野邦子
会長)では、毎年恒例のひな祭りランチ交流会を開催し11
名が参加しました。今年度は、十日町市の越後妻有里山現
代美術館(キナーレ)で開催されている「雪あそび博覧会」
を見学したのち、キナーレ２Ｆのレストランカフェ「越後
しなのがわバル」にておいしい昼食をいただきました。
　｢雪あそび博覧会｣の会場内には雪を楽しむ体験型アート
が展示され、参加者は｢こたつサーキット｣や｢デジタル雪
合戦｣を体験したり、外で雪の小山を｢雪板｣で滑ったり、
童心に帰って歓声を上げていました。
　昼食に用意していただいた｢慶び雛まつり御膳｣は､地場
食材が意外な使い方でおいしく提供されており､春を感じる
メニューの数々に一同舌鼓を打ちながら会話も弾みました｡
　会員同士交流を深めただけでなく、雪を観光に利用する
取組みや地場食材の新しい食べ方を知ることができ、とて
も充実した交流会となりました。

小千谷商工会議所女性会
｢ひな祭りランチ交流会｣開催

小千谷商工会議所女性会
｢ひな祭りランチ交流会｣開催

　当所青年部（会長 関根健一郎、総務委員会副委員長 
廣井良宣）は、去る３月１６日（金）に農カフェきらら
で卒業生を送る会を開催しました。
　青年部の会員数は平成２４年の設立時２９名でし
たが、青年部事業と並行し会員勧誘活動に積極的に取
り組んできたことなどから現在は６４名まで増加し
ました。これに伴い、卒業会員数も増加してきたこと
から、卒業生を送る会を実施する運びとなりました。
　卒業会員からは、「青年部に入らせてもらい、様々な
業種の方とお付き合いすることができ、自分の成長に
つながった。今後も会員勧誘活動を頑張ってほしい。」
「今年度で青年部は卒業となるが、今後はＯＢ会員と
して青年部と関わっていきたい。」などのご挨拶をい
ただきました。
　青年部では、随時新入会員を募集しています。ご興
味のある方は青年部事務局（☎８１－１３００）まで
お気軽にお問い合わせください。

青　年　部

卒業生を送る会を開催

会報本紙に掲載
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会議所ニュース3月21日号（日本商工会議所発行）より転載

平成30年度

船岡公園桜まつり

小千谷観光協会  ☎83－3512お問合せ

期 日

会 場
４月21日（土）、22日（日）
船岡公園

【イベント】
４月21日（土）
11：00～　観光協会長挨拶
　　　　　フアフアランド
　　　　　露店開設
12：00～　よし太くんとジャンケン大会（１回目）
15：00～　よし太くんとジャンケン大会（２回目）
17：00～　夜桜ステージショー（地元バンド 他）

４月22日（日）
10：30～　露店開設
11：00～　フアフアランド
　　　　　（１回目）ヒーローショー
　　　　　　「怪盗戦隊ルパンレンジャーVS
　　　　　　　　　　　　　警察戦隊パトレンジャー」
12：30～　市内芸能団体
　　　　　船岡茶会（当所女性会）
14：00～　（2回目）ヒーローショー
　　　　　　「怪盗戦隊ルパンレンジャーVS
　　　　　　　　　　　　　警察戦隊パトレンジャー」
15：00～　市内芸能団体
17：00～　大ビンゴ大会
※当日の天候や出演者の都合でスケジュールが変わる
　可能性がございます。

春期共済キャンペーンのお知らせ
会員企業の福利厚生は
会議所共済で！

4月16日～６月29日は共済加入促進月間です。
会議所職員・アクサ生命推進員が事業所を訪問させて
いただきますので、よろしくお願い申し上げます。

「保険加入内容の無料診断します」
ご提案 この機会に現在ご加入の生命保険について、

確認してみませんか？
例えば､ ・加入している生命保険の内容がよくわからない
　　　  ・10年前にかけたままにしてある保険は､見直しが必要だろうか？
　　　  ・生命保険の加入を断られてしまった。

そんな疑問・質問にお答えいたします。

会費口座振替のお知らせ
　５月１日（火）に当所の平成３０年度一般会費（上
期分）ならびに平成３０年度特別会費（上期分・
役員のみ）をご指定の口座から振替させていただき
ます。また、現金でのお支払いにつきましても、お
手数ではございますが５月１日（火）までに当所へお
持ちくださいますようお願い申し上げます。
　ご理解とご協力のほどよろしくお願い申し上げます｡
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２
日　

辞
令
交
付

３
日　

正
副
会
頭
会
議

５
日　

新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

第
１
回　

ネ
ッ
ト
検
定
試
験　
　
　
　

（
日
商
Ｐ
Ｃ
検
定
）

６
日　

女
性
会
役
員
会

　
　
　

新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　

中
越
地
区　

専
務
理
事
・
事
務
局
長
会
議

９
日　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
応
募
者　

地
域
紹

介　

視
察　

住
宅
内
覧　

面
接
試
験

10
日　

日
本
政
策
金
融
公
庫　

月
例
金
融
相
談
会

　
　
　

病
院
跡
地
活
用
委
員
会

11
日　

お
ぢ
や
観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
会
議

　
　
　

小
千
谷
地
区
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
役
員
会

12
日　

青
年
部
４
月
通
常
総
会

13
日　

Ａ
Ｘ
Ａ
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
進
発
式

　
　
　

会
員
ゴ
ル
フ
大
会　

第
１
回
実
行
委
員
会

　
　
　

女
性
会
通
常
総
会
な
ら
び
に
記
念
講
話
会

16
日　

Ａ
Ｘ
Ａ
福
祉
制
度
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
→
６
月

29
日

17
日　

平
成
商
店
街
協
同
組
合　

平
成
29
年
度
通

常
総
会

18
日　

税
務
署
主
催　

法
人
税
・
消
費
税
等
の
申

告
説
明
会

20
日　

お
ぢ
や
食
お
こ
し
隊
全
体
会
議

21
日　

船
岡
公
園　

桜
ま
つ
り

22
日　

船
岡
公
園　

桜
ま
つ
り　

船
岡
茶
会
（
女

性
会
）

25
日　

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
経
営
計
画

作
成
支
援
個
別
相
談
会

26
日　

県
連
第
１
回
運
営
委
員
会

27
日　

中
越
地
区　

正
副
会
頭
会
議

８
日　

正
副
会
頭
会
議

13
日　

岩
沢
商
工
業
会
通
常
総
会

18
日　

間
税
会
役
員
会
、
税
団
協
役
員
会
・
幹
事

会
・
編
集
委
員
会

　
　
　

小
千
谷
・
川
口
・
魚
沼
雇
用
安
定
協
議
会

役
員
会
・
総
会

22
日　

第
１
回　

県
連
総
会
・
会
頭
会
議

23
日　

小
出
労
働
基
準
協
会　

平
成
30
年
度
定
期

総
会

24
日　

小
千
谷
鉄
工
電
子
㈿
通
常
総
会

29
日　

常
議
員
会

４
日　

小
千
谷
地
区
エ
ネ
ル
ギ
ー
懇
談
会
総
会

５
日　

正
副
会
頭
会
議

６
日　

税
務
４
団
体　

総
会

９
日　

第
25
回
記
念　

小
千
谷
商
工
会
議
所
会
員

ゴ
ル
フ
大
会

10
日　

第
149
回　

日
商
簿
記
検
定
試
験

12
日　

常
議
員
会

24
日　

第
213
回　

日
商
珠
算
検
定
試
験

26
日　

通
常
議
員
総
会
・
懇
親
会

 

会
議
・
行
事
の
予
定 

（
４
月
〜
６
月
）

４
月

５
月

６
月

　

３
月
の
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ

は
、
▲
１
５
・
８
と
、
前
月
か
ら
＋

１
・
３
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
。
電
子
部

品
や
産
業
用
機
械
、
自
動
車
関
連
の

生
産
が
全
体
を
牽
引
し
た
ほ
か
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
む
観
光
需
要
や
都

市
部
を
中
心
と
し
た
再
開
発
、
設
備

投
資
が
引
き
続
き
堅
調
に
推
移
し

た
。
他
方
、
深
刻
な
人
手
不
足
や
原

材
料
費
・
燃
料
費
の
上
昇
、
食
料
品
・

日
用
品
に
対
す
る
消
費
者
の
低
価
格

志
向
を
指
摘
す
る
声
は
依
然
と
し
て

多
い
。
中
小
企
業
の
景
況
感
は
、
総

じ
て
緩
や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て

い
る
も
の
の
、
そ
の
動
き
は
力
強
さ

を
欠
い
て
い
る
。

　

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
先
行
き
見

通
し
Ｄ
Ｉ
が
▲
１
４
・
０
（
今
月
比

＋
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
）
と
改
善
を
見

込
む
も
の
の
、「
悪
化
」
か
ら
「
不
変
」

へ
の
変
化
が
主
因
で
あ
り
、
実
体
は

ほ
ぼ
横
ば
い
。
個
人
消
費
の
持
ち
直

し
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光

需
要
拡
大
、
生
産
や
設
備
投
資
の
堅

調
な
推
移
へ
の
期
待
感
が
う
か
が
え

る
。
他
方
、
人
手
不
足
の
影
響
拡
大

や
、
原
材
料
費
・
燃
料
費
の
上
昇
、

コ
ス
ト
増
加
分
の
価
格
転
嫁
の
遅

れ
、
米
国
に
よ
る
追
加
関
税
措
置
の

影
響
な
ど
世
界
経
済
・
貿
易
に
対
す

る
先
行
き
不
透
明
感
を
懸
念
す
る
声

も
多
く
、
中
小
企
業
の
業
況
感
は
ほ

ぼ
横
ば
い
で
推
移
す
る
見
通
し
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
別
で
は
、
全
産
業
の
業

況
Ｄ
Ｉ
は
、
前
月
と
比
べ
改
善
。
産

業
別
に
み
る
と
、
製
造
業
、
小
売
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
で
改
善
、
そ
の
他
の
２

業
種
で
悪
化
し
た
。

　

業
況
の
先
行
き
見
通
し
Ｄ
Ｉ
は
、

全
産
業
で
は
今
月
と
比
べ
改
善
の
見

込
み
。
産
業
別
に
み
る
と
、
建
設
業

で
悪
化
、
そ
の
他
の
４
業
種
で
改
善

の
見
込
み
。

CCI−LOBO

商
工
会
議
所
早
期
景
気
観
測

業
況
Ｄ
Ｉ
は
、３
カ
月
ぶ
り
の
改
善
。

　

先
行
き
は
回
復
へ
の
期
待
感
あ
る
も
、ほ
ぼ
横
ば
い

産業別業況DI（前年同月比）の推移
北陸信越ブロック

ＤＩ＝（増加・好転などの回答割合）−
（減少・悪化などの回答割合）実数
値の上昇率を示すものではなく、強
気・弱気などの景気感の相対的な広
がりを意味する。
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【お問い合わせ先】
ハローワーク長岡　専門援助部門　
長岡市千歳１－３－88　長岡地方合同庁舎２階
電話 (0258) -32 -1181
※音声ガイダンスの後に､42＃を押してください。

平成３０年４月１日から
障害者の法定雇用率が
引き上げになりました

平成３０年４月１日から
障害者の法定雇用率が
引き上げになりました

　平成３０年４月１日から障害者の雇用義務に精
神障害者が加わり、民間企業の法定雇用率は
２.０％から２.２％に引き上げになりました。対
象となる事業主の範囲が従業員４５.５人以上に
変わりました。あわせて、精神障害者である短時
間労働者（１週間の所定労働時間が２０時間以上
３０時間未満である方）であって、雇入れから３
年以内の方又は精神障害者保健福祉手帳取得から
３年以内の方の雇用率算定方法は、対象者１人に
つき０.５人から１人に見直しました。

詳細はハローワーク長岡にお問い合わせください｡

会会
員員
情情
報報

３
月
末
会
員
数
　
１
０
０
５

長岡信用金庫　小千谷支店　（４月１日付）
　（新）池田　直人　　　（旧）本田　直司
㈱北越銀行　片貝支店　（４月１日付）
　（新）土田　信幸　　　（旧）高橋　伸夫
新潟県労働金庫　小千谷支店　（４月１日付）
　（新）近藤　正彦　　　（旧）細木　広之
第四証券㈱　小千谷支店　（４月１日付）
　（新）大関　卓郎　　　（旧）髙山　雅彦

■代表者変更 小千谷商工会議所　職員人事
３月31日付

事務局長■解　　任 佐々木　礼子

岩淵　一憲
小川　隆照
佐々木　礼子

４月１日付
事務局長

相談所長

嘱託職員

■就　　任

■再 雇 用


